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専用ペンで入力する、高性能で
見えないコード

この技術を簡単に説明すると、印刷工

程で人の目には見えにくい特殊なインクを

使って、写真や図の上に小さな点を格子

状に並べたドットコードを印刷し、それを

専用のリーダーで読み取るものだ。

ドットの大きさは一般的に写真の印刷

時に使われる非常に小さなもので、コー

ドを埋め込むのに必要な領域も、最小で

2mm×2mmから可能だ。

このため人の目では、そこにコードが埋

め込まれていることは、まずわからないの

で、QRコードや他の画像にデータを埋め

込む技術とは異なり、デザイン上の制限

が非常に少ないというメリットがある。

また、コードの体系が公開されていな

い点と、コピー機による複製ができないと

格子状に規則正しく並べられたグリッドを

基準グリッドとし、その間に情報グリッド

を相対的に配置することで、1ドットあた

り2bitの情報を表現している。

GRID ONPUTは、このドットコードを

ステルスインクという特殊なインクで写真

の上に印刷したものだ。このステルスイン

クは、人の目には薄いグレーに見えるが、

赤外線を吸収する性質を持っている。

読み取りリーダーには、赤外線発光ダイ

オード、赤外線フィルター、C-MOSセン

サーが搭載されており、グリッドに赤外線

を照射し、ステルスインクに吸収されて黒

点となったグリッドを認識する仕組みだ。

印刷物でカラーを表現する方法として

はCMYK印刷が一般的に使用される。

すべての色をC（シアン）、M（マゼンダ）、

Y（イエロー）、K（ブラック）の4色に分解

して、それぞれの色の小さなドットの組み

合わせで写真などを印刷で再現する方法

だ。GRID ONPUTの場合は、この

CMYKにすべてカーボンを含まない、赤

外線を反射するインクを使用する。

GRID ONPUTは、赤外線を反射する

CMYKの上に赤外線を吸収するグリッド

が印刷されることになる。これを赤外線

フィルターを通して撮影すると、赤外線を

反射するCMYKで印刷の部分が明るく

印刷物からデジタル空間へとスムーズに誘う技術

見えない2次元コード「GRID ONPUT」

いう点があるため、セキュリティーの面か

らも有利だ。

読み取りに専用のリーダーが必要なた

め、どうしても導入コストが高くなってしま

うという点は確かにデメリットだが、専用

リーダーをもちいることでほぼ瞬時に読み

取ることが可能で、印刷に使用する紙も

コピー用紙から新聞紙など幅広い対応が

可能というメリットがある。

小さなドットでエンコード、秘
密はステルスインク

GRID ONPUTは、その名のとおりグ

リッド（格子状）に並べられたドットによっ

てデータを表現する、2次元コードの1つ

だ。ドットの間隔は 0.5mmで、2mm×

2mmの正方形を1ブロックの単位として、

そこに32bitのデータを埋め込んでいる。

「GRID ONPUT」は、特殊な印刷技術をもちいて専用ペンで読み取る「肉眼では

見えない」2次元コードだ。開発した株式会社ビジュアルサイエンス研究所

（http://www.vsl.co.jp/）は、法政大学情報科学科教授である吉田健次氏が代表

を務めており、コンピュータグラフィックス関連の新技術を研究する企業である。
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見えるのに対して、赤外線を吸収するス

テルスインクで印刷されたグリッドが黒く

浮かび上がってくる。

グリッドは、人の目には薄いグレーのた

め、CMYK印刷された写真の上から印

刷しても目立たないが、赤外線で読み取

る専用リーダーをもちいると、はっきりとグ

リッドが識別できるという仕組みだ。

GRID ONPUTの印刷は、通常の

CMYKの印刷工程に加えて、ステルスイ

ンク用の工程を1つ加えるだけでいいた

め、特殊な印刷機器を必要としない。ま

たステルスインクも、赤外線を吸収すると

いう性質以外は特殊な素材や加工を必

要としないため低コストだ。

低コストかつ自由度が高く、さ
まざまな応用が可能

GRID ONPUTに使われるドットコード

は、1つのオブジェクトに対して固有のID

をふってあるだけだ。したがって、リー

ダーをパソコンに接続した場合は、オブ

ジェクトからコードを読み取った後、どの

ようなアクションを行うかはアプリケーショ

ンの方で自由に決定できる。

単純にURLを返してウェブサイトにア

クセスさせたり、内蔵の音声ファイルを再

生したり、別のアプリケーションを立ち上

げたりと、さまざまな動作が可能だ。した

がって、印刷の時点でとりあえずドット

コードを埋め込んでおき、アプリケーショ

ンの作り込みや、動作の詳細の決定は、

あとから行うということができる。

つまりGRID ONPUTとは印刷物とい

うアナログ空間と、オンライン上のデジタ

ル空間を接続するインターフェイスとなる

のだ。デジタルコンテンツが普及したとは

いえ、紙は人間にとってももっともなじん

だインターフェイスだ。その紙から、より情

報量の大きいデジタル空間へ、いかにス

ムーズに誘導するかを巡って、さまざまな

技術が開発されている。GRID ONPUT

は印刷というレガシー技術に工夫をくわえ

ることで、それを実現している。

いくつか事例をあげてみよう。ある通

販カタログで、製品の写真をリーダーで

タッチすると、ウェブ上の詳細な製品紹介

ページにジャンプさせて、そこから注文さ

せるといった使い方をしている。URLを

手で入力させるのに比べて手間が少な

く、画像をタッチするだけでよいという点

がわかりやすい。

また絵本の場合は、専用のアプリケー

ションを用意して、キャラクターをリーダー

でタッチすると音声を再生させるといった

使い方ができる。バーコードなどでは、子

供にとっては認識させることが思うように

いかなかったり、汚したり破損したりして

読み取れないことがある。しかし、GRID

ONPUTならばキャラクター全体にコード

を埋め込めるので、キャラクターのどこを

タッチしても認識でき、破損や汚れにも強

いため、子供にも簡単に利用できる。

変わった使い方としては、セキュリ

ティーチェックのためのツールとしても実

際に使われている。愛知万博では、会場

内に設置されている備品などに、GRID

ONPUTで作成されたシールが密かに貼

られている。リーダーを内蔵した小型の

検査スティックでシールをタッチすると、搭

載されたLEDの発行パターンによって、

その備品が本物かどうかを判定できる。

これもGRID ONPUTがカラーコピー

では複製できず、またグリッドコードのパ

ターンが非公開であるからこそ可能なこ

とだ。

デジタルデバイドの解消を支
援、専用リーダーの普及がカギ

自由度の高さ、複製の難しさ、印刷コ

ストの低さといったメリットは多いが、普

及のためには高機能／高性能の代償とし

て必要となる専用リーダーがカギとなる。

そのためにパソコン用のリーダーは、現在

のところ数千円ほどするが、さらに低価格

なリーダーも近々発売予定がある。普及

のためには価格だけでなく、需要も必要

となるが、家庭用のゲーム機やケータイ端

末に搭載される予定もあるという。

アナログとデジタルへの誘導は、QR

コードやRFIDなど、さまざまな技術が提

案されており、特定の分野では成功した

ものもある。しかし、そこからさらに広ま

るまでには至っていない。GRID ONPUT

は、印刷物という誰にでもなじみのあるも

のとデジタル空間を簡単につなげること

ができる。デジタルデバイドの解消やバリ

アフリーの推進という、最近の潮流にも合

致しており、よりいっそうの普及と応用が

期待できる。

愛知万博で、会場設備のセキュリティーチェック

に使われているスティック。

GRID ONPUTで印刷された子供用のカードゲー

ム。

特殊なインクで印刷された絵の上を、専用ペンで

タッチするだけで認識される。
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